
今
号
の
法
語

関
連
行
事
に
は

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
会
長
、
河
村
一
江
さ
ん
よ
り
、
去
る
六
月
三
十
日

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

（
土
曜
）・
七
月
一
日
（
日
曜
）
に
開
催
さ
れ
た
光
山
寺
仏
教
婦
人
会
法
座
に

平
成
二
十
四
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定

お
け
る
バ
ザ
ー
の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。「
十
五
回
目
を
迎
え
る
婦
人
会
バ
ザ

一
覧
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ー
で
す
が
、
い
つ
も
心
配
す
る
事
が
、
品
物
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

本
年
の
四
月
よ
り
本
願
寺
派
の
宗
制
や
宗
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

安
で
す
。
し
か
し
、
今
年
も
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
早
く
か
ら

橙

菓
子
、

★
光
山
寺
法
要
関
連

だ
い
だ
い

左
記
の
よ
う
な
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
（
実
践
運
動
）
総
合
基
本

マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
手
作
り
品
物
も
た
く
さ
ん
出
品
さ

九
月
二
六
・
二
七
日
（
水
・
木
曜
）

計
画
が
運
動
方
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
本
当
に
和
気
藹
々
の
中
に
も
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
わ
る
事
が
で

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
二
木
文
生
師
）

わ

き

あ

い

あ

い

〔
運
動
の
願
い
〕

き
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
の
力
は
小
さ
く
と
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
協

十
一
月
二
八
・
二
九
・
三
〇
日
（
水
・
木
・
金
曜
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
よ
り
「
御
同
朋
の

力
の
お
か
げ
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
バ
ザ
ー
で
す
が
、
今
年
は
今
ま
で
の

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
藤
本
唯
信
師
）

社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
「
基
幹
運
動
（
門
信
徒
会
運
動
・

最
高
の
十
六
万
六
三
六
六
円
と
い
う
大
き
な
収
益
を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

同
朋
運
動
）
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
成
果
を
継
承
し
課
題

た
。
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
か
ら
日
本
ユ
ニ
セ
フ
へ
三
万

十
月
二
九
日
（
土
曜
）

連
研
（
明
安
寺
）

を
克
服
す
る
た
め
、
運
動
名
称
を
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
（
実
践

円
、
東
日
本
大
震
災
支
援
金
へ
三
万
、
い
つ
も
法
座
前
の
清
掃
奉
仕
さ
せ
て

十
一
月

九
日
（
金
曜
）

連
研
（
長
泉
寺
）

運
動
）
と
改
め
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、
混
迷
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

箒

が
痛
ん
で
い
ま
し
た
の
で
二
万
円
で
購
入
さ
せ

十
一
月
二
五
日
（
日
曜
）

山
口
別
院
に
て
帰
敬
式
執
行

ほ
う
き

た
世
の
中
に
あ
っ
て
、
と
も
に
お
念
仏
を
喜
ぶ
仲
間
を
「
と
も
同
朋
」
「
御
同

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
堂
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
支
援
金
箱
に
も

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
月
～
水
曜
）
山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

行
」
と
呼
び
、
苦
悩
す
る
人
々
と
と
も
に
生
き
抜
か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先

沢
山
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

※
二
六
日
の
萩
組
参
拝
者
募
集
中

人
は
そ
の
お
心
を
受
け
、「
御
同
朋
・
御
同
行
」
と
互
い
に
敬
愛
し
、
み
教
え

■
夏
休
み
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
で
今
年
も
素
麺
流
し
■

十
二
月
二
六
日
（
水
曜
）
午
後
五
時

萩
組
教
化
組
織
懇
談
会
（
萩
本
陣
）

を
ま
も
り
広
め
て
い
こ
う
と
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
御
同
朋
の
社
会
を
め

毎
月
第
三
土
曜
日
午
前
九
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

午
前
九
時
（
本
堂
）

ざ
す
運
動
」
と
は
、
い
の
ち
の
尊
さ
に
め
ざ
め
る
同
朋
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

土
曜
学
校
。
夏
休
み
は
、
子
供
を
中
心
と
し
、
保
護

十
月
二
〇
日
（
土
曜
）

十
一
月
十
日
（
土
曜
）

深
め
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
社
会
に
広
め
実
践
し
て
い
く
活
動
で
す
。

者
や
仏
教
壮
年
会
・
仏
教
婦
人
会
な
ど
世
代
を
超
え

十
二
月
十
五
日
（
土
曜
）

子
供
報
恩
講
一
月
□
日
（
□
曜
）

宗
門
で
は
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
日

た
行
事
「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」
と
し
て
開
催
し
、
お
寺

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
三
時
（
庫
裏
）

ま
で
の
歩
み
を
見
直
し
、
将
来
を
見
据
え
た
あ
り
方
を
模
索
し
、
そ
の
あ
る
べ

に
足
が
向
く
よ
う
に
と
気
運
を
高
め
て
い
ま
す
。
平

十
二
月
三
十
一
日
（
月
曜
）

除
夜
会

き
姿
を
最
高
法
規
で
あ
る
『
宗
制
』
と
『
宗
法
』
を
改
正
し
て
明
示
し
ま
し
た
。

成
二
十
一
年
年
よ
り
夏
休
み
子
供
早
起
き
朝
食
会
を

★
仏
教
壮
年
会
関
連

そ
の
『
宗
制
』
に
は
、「
本
宗
門
は
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
、
本
願
名
号
を
聞

拡
大
。
ラ
ジ
オ
体
操
・
境
内
清
掃
・
勤
行
の
後
、
素
麺
流

九
月
三
〇
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

信
し
念
仏
す
る
人
々
の
同
朋
教
団
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の

し
を
企
画
。
約
五
十
名
と
い
う
多
く
の
子
供
や
父
兄
の

十
一
月
二
九
日
（
木
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
（
本
堂
）

智
慧
と
慈
悲
を
伝
え
、
も
っ
て
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
企
画
に
際
し
て
は
、
総
代
会
・
仏
教
壮
年

十
二
月
二
二
日
（
土
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
（
平

会
・
仏
教
婦
人
会
な
ど
の
各
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
竹
の
切

★
仏
教
婦
人
会
関
連

成
二
三
）
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
の
復

り
出
し
な
ど
、
猛
暑
の
中
を
仏
教
壮
年
会
有
志
の
皆
様
に
は
誠
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

九
月
二
四
日
（
月
曜
）
午
前
八
時
半

秋
季
永
代
経
の
清
掃
・
莊
厳

興
に
向
け
、
宗
門
全
体
で
、
お
互
い
に
寄
り
添
い
支
え
あ
お
う
と
い
う
取
り
組

ま
た
、
婦
人
会
の
皆
様
に
は
素
麺
を
は
じ
め
、
食
事
の
準
備
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変

十
一
月
二
六
日
（
月
曜
）
午
前
八
時
半

光
山
寺
報
恩
講
の
清
掃
・
莊
厳

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
私
た
ち
は
、
い
の
ち
の
あ
り
方
を
問
う
多

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
萩
組
夏
休
み
子
供
一
泊
合
宿
が
七
月
二
七
・
二
八

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

く
の
声
に
接
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
念
仏
者
と
し
て
そ
の
思

日
に
萩
幼
稚
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
光
山
寺
よ
り
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
（
月
曜
日
）
※
本
年
は
こ
れ
で
お
わ
り

い
に
向
き
あ
い
、
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
若
院
、
来
年
度
の
ご
本
山
で
の
安
居
の
副
講
者
に
決
ま
る
■

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

あ

ん

ご

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
運
動
を
さ
ら
に
進
め
、
親
鸞
聖
人
の
生
き
方

若
院
が
来
年
度
の
夏
に
行
わ
れ
る
、
本
願
寺
の
宗
学
研
鑽
の
最
高
の
法
会
で
あ
る

十
月
十
三
日
（
土
曜
）

※
本
年
は
こ
れ
で
お
わ
り

を
仰
ぎ
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
宗
門
内
外
に
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

安
居
（
七
月
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
）
に
て
、
副
講
者
と
し
て
法
然
聖
人
の
『

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
寺
と

選
択
集
』
を
講
じ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
安
居
と
は
、
釈
尊
在
世
中
よ
り
始
め
ら
れ

十
月
十
四
日
（
日
曜
）

宗
門
を
め
ざ
し
、
人
々
の
苦
悩
に
向
き
あ
い
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
活
動
を
展
開

た
と
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
個
々
に
活
動
し
て
い
た
僧
侶
た
ち
が
一
か
所
に
集
ま
っ
て
集

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会

毎
月
第
三
木
曜
日
（
本
堂
）

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
念
仏
の
み
教
え
を
、
混
迷
の
社
会
を
導
く
灯
火
と

団
で
修
行
や
研
鑽
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
古
来
よ
り
宗
派
を
問
わ
ず

十
月
十
八
日
（
木
）
午
後
八
時

し
て
高
く
掲
げ
、
人
々
に
広
く
伝
え
な
が
ら
、
誰
も
が
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

様
々
な
形
で
安
居
が
現
在
に
続
い
て
お
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
夏
季
の
二

の
で
き
る
御
同
朋
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

週
間
に
わ
た
っ
て
京
都
の
龍
谷
大
学
本
館
に
お
い
て
安
居
が
開
繙
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
雅
楽
・
コ
ー
ラ
ス
は
新
規
参
加
者
募
集
中
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

か
い
ば
ん

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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こ
ろ
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間
法
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０
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Ｒ
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※
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
「
題
」
、
２
行
目
に
「
単
位
名
（
団
体
名
）
」
お
よ
び

■
仏
教
豆
辞
典
■

（
『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』
本
願
寺
出
版
部
よ
り
）

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

「
学
年
」、
３
行
目
に
「
氏
名
・
ふ
り
が
な
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
引

導
】
（
い
ん
ど
う
）

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、

［
絵
画
］

「
引
導
を
渡
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
切
れ
な
い
で
迷

阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。（ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾀ
ｰ

・ｲ
ﾗ
ｽ
ﾄ

・

っ
て
い
る
人
に
、
最
後
的
な
言
葉
を
言
い
渡
し
て
、
覚
悟
を
き
め
さ
せ
、
あ

し
、
今
後
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度
の
大
切
な
儀
式
で
、「
お
か
み

版
画
も
可
）
。
四
切
（

×

）
以
内
（
全
学
年
共
通
）
。
名
札
を
作
品

き
ら
め
さ
せ
る
と
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。
葬
式
の
と
き
、
死
者
が
迷
わ

38
cm

54
cm

そ
り
」
と
も
い
い
ま
す
。
式
は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門
主
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、

下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ぬ
よ
う
、
僧
が
法
語
を
与
え
る
こ
と
を
、
引
導
と
い
い
ま
す
。
死
者
を
仏
界

三
帰
依
文
を
唱
え
て
、
お
か
み
そ
り
を
受
け
、
法
名
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
本
願
寺
以

［
書
］

に
導
く
と
い
う
意
味
で
、
禅
宗
で
は
、
こ
の
時
「
カ
ッ
」
と
大
声
を
発
す
る

外
で
も
帰
敬
式
執
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
受
式
者
全
員
、
椅
子
で
帰
敬
式
を
受
式
で

幼
児
＝
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
（
一
字
で
も
可
）。

の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
死
者
に
対
す
る
引
導
の
儀
式
は
、
浄
土
真
宗

き
る
の
で
、
こ
の
ご
縁
に
是
非
受
式
く
だ
さ
い
。
日
時
は
十
一
月
二
十
五
日
（
日
曜
日
）

小
学
１
年
生
＝
「
き
く
」

小
学
２
年
生
＝
「
と
も
」

小
学
３
年
生
＝
「
め
ぐ
み
」

で
は
行
な
い
ま
せ
ん
し
、
宗
派
に
よ
っ
て
も
種
々
に
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で

午
後
一
時
よ
り
受
付
。
午
後
二
時
執
行
。
冥
加
金
は
成
人
一
万
円

小
学
４
年
生
＝
「
平
等
」

小
学
５
年
生
＝
「
真
実
」

小
学
６
年
生
＝
「
報
恩
」

す
。
本
来
、
引
導
と
は
、
誘
引
開
導
の
意
味
で
、
人
々
を
教
え
導
い
て
、
仏

・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。
申
込
み
方
法
は
、
お

中

学

生
＝
「
大
悲
弘
誓
恩
」

の
道
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
「
集
生
を
引
導
す
る
」
と
、
お
経

寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
十
五
日
ま
で
に
お

※
学
年
・
氏
名
は
、
自
筆
で
左
側
に
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
低
学
年
の
場
合
は
姓
ま
た
は

に
よ
く
出
て
来
る
よ
う
に
、
迷
っ
て
い
る
人
々
を
、
仏
道
に
み
ち
び
く
こ
と

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願

名
前
だ
け
で
も
よ
い
。
園
児
・
小
学
生

半
紙
（
タ
テ

×

ヨ
コ

に
限
る
）
書

な
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
死
ん
で
か
ら
で
は
な
く
、
聞
法
は
生
き
て
い

33
cm

24
cm

（
本
人
が
ご
希
望
の
法
名
を
付
け
る
事
）
が
、
残
念
な
が
ら
期
日

体
は
楷
書
。
中
学
生
、
画
仙
紙
半
切
四
分
の
一
の
大
き
さ
（
タ
テ

×

ヨ
コ

）

る
間
に
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。

68
cm

17.5
cm

の
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
。
尚
、
ご
本
山
で
の
帰
教
式
は
従
来
ど
う

書
体
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
。
名
札
を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
浮

世
】
（う
き
よ
）

り
に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
一
月
一
日
・
一
月
十
六
日

表
彰

（
１
）
小
・
中
学
生
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
歌
麿
や
北
斎
・
広
重
な
ど
の
「
浮
世
絵
」
や
、
西
鶴
の
「
浮
世

の
晨
朝
後
、
一
月
八
日
・
十
二
月
二
十
日
終
日
を
除
く
）

「
特
選
」
各
部
門
各
学
年
一
名

「
入
選
」
各
学
年
三
名
以
内

草
子
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
江
戸
時
代
に
、
当
世
流
行
の
風
俗
や
世
態
を
題
材

■
報
恩
講
夜
の
座
■

「
佳
作
」

各
学
年
若
干
名

と
し
た
絵
画
や
小
説
で
す
。
浮
世
と
は
、
当
世
風
と
か
風
流
と
か
好
色
と
か
の

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
毎
年
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
日
の
三
日
間
の
固

（
２
）
幼
児
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

意
味
の
よ
う
で
す
。
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
「
浮
世
床
」「
浮
世
風
呂
」
や
邦
楽
の

定
で
、
朝
・
昼
の
合
計
六
座
の
法
座
が
も
た
れ
て
い
る
。
日
程
の
関
係
上
、
仕
事
な
ど
で

「
は
と
賞
」

各
部
門
若
干
名

一
種
「
浮
世
節
」
な
ど
、
浮
世
と
名
の
つ
く
も
の
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

聴
聞
が
で
き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、
ご
講
師
の
宿
泊
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
二
十
九
日

（
３
）
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

古
く
は
、
憂
世
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
定
め
の
な
い
は
か
な
い
世
、
栄
枯

に
は
夜
の
座
が
開
か
れ
て
い
る
。
今
年
の
報
恩
講
で
は
こ
の
夜
の
座
が
十
一
月
二
十
九
日

出
品
方
法

十
月
二
五
日
ま
で
に
光
山
寺
迄
お
届
け
く
だ
さ
い
。
作
品
は
返

盛
衰
の
は
げ
し
い
無
常
の
世
、
憂
苦
に
満
ち
た
世
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
俗
世

の
み
午
後
七
時
よ
り
開
か
れ
る
。
今
年
の
ご
講
師
の
先
生
は
、
子
供
に
も
分
か
り
や
す
い

却
い
た
し
ま
せ
ん
。
※
山
口
別
院
作
品
展
に
つ
い
て
は
別
紙
案

間
の
こ
と
で
し
た
。
浮
世
の
風
な
ど
は
そ
れ
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
近
世
に
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
夜
の
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
加
わ

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

っ
て
、
は
か
な
く
定
め
が
な
い
の
だ
か
ら
、
深
刻
に
考
え
な
い
で
う
き
う
き
と

る
予
定
で
す
。
尚
、
夜
の
座
が
開
か
れ
る
関
係
か
ら
三
十
日
は
午
前
中
に
て
満
座
終
了
と

■
光
山
寺
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集
■

享
楽
的
に
生
き
る
と
い
う
考
え
方
が
加
わ
っ
て
か
ら
、
浮
世
と
書
か
れ
る
方
が

な
る
。
ま
た
、
夜
の
座
が
仏
教
壮
年
会
の
研
修
を
か
ね
て
い
る
の
で
壮
年
の
方
々
は
万
障

光
山
寺
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
は
、
平
成
三

多
く
な
り
、
現
世
、
当
世
の
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

年
四
月
に
結
成
以
来
二
十
二
年
間
、
仏
教
讃

ん
に
と
っ
て
、
こ
の
世
は
憂
世
で
す
か
。
そ
れ
と
も
浮
世
で
す
か
。

■
冬
の
児
童
作
品
募
集
■

歌
を
通
し
て
お
み
の
り
に
遇
わ
さ
せ
て
い
た

【
有

頂
】
（う
ち
ょ
う
て
ん
）

本
願
寺
で
は
毎
年
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
親
鸞
さ
ま
の
お
徳
を
た
た
え
る

だ
き
、「
お
言
葉
の
美
し
さ
、
こ
こ
ろ
の
ハ
ー

得
意
の
絶
頂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
有
頂
天
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
い
ま

と
と
も
に
、
ご
苦
労
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
く
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
が
勤
ま
り
ま
す
。

モ
ニ
を
醸
し
出
す
」
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

す
。
喜
び
に
夢
中
に
な
っ
て
、
他
を
か
え
り
み
な
い
状
態
の
こ
と
を
い
う
の
で

例
年
、
こ
の
法
要
期
間
中
に
「
全
国
児
童
生
徒
作
品
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
初
め
て
、
山
口
教

し
ょ
う
。
仏
教
で
は
、
迷
い
の
世
界
を
六
つ
に
分
け
て
六
道
と
呼
び
、
そ
の
一

一
人
ひ
と
り
が
仏
さ
ま
の
み
教
え
の
中
で
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
、
作
品

区
仏
教
音
楽
連
盟
に
も
登
録
し
、『
仏
教
讃
歌

番
高
い
と
こ
ろ
が
「
天
」
の
世
界
で
す
。
こ
の
天
の
世
界
も
い
く
つ
か
の
段
階

に
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
得
意
な
部
門

の
つ
ど
い
』（
下
関
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
／
七

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
三
界
二
十
八
天
と

に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

月
八
日
）
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
参
加
者
も

言
う
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
天
の
世
界
の
中
で
、
頂
上
に
位
置
す
る
天
を
、
非

［
作
文
・
詩
］

次
第
に
増
え
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

想
非
非
想
処
天
（
ひ
そ
う
ひ
ひ
そ
う
じ
ょ
て
ん
）
と
い
い
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者

テ
ー
マ
１
「
で
あ
い
」

テ
ー
マ
２
「
い
の
ち
」

テ
ー
マ
３
「
き
ず
な
」

で
す
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

に
と
っ
て
最
高
の
境
地
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
天
は
、
存
在
者
、
つ
ま
り

親
鸞
さ
ま
の
ご
生
涯
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
ま
た
今
回
の
大
震
災
や
身
近
な
で
き
ご
と
を
体
験

①

練
習
は
毎
月
一
回
で
、
発
表
は
婦
人
会
法
座
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
有
の
頂
上
に
あ
る
天
と
い
う
意
味
で
、
有
頂
天
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
有
頂
天

し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

②

昨
年
は
萩
組
の
コ
ー
ラ
ス
に
も
加
わ
っ
て
、
萩
組
お
待
ち
受
け
法
要

に
上
り
つ
め
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
有
頂
天
に
な
る
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す

・
幼
児
規
格
無
し

・
小
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
、
有
の
最
高
の
天
と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
悟
り
の
世
界
で
は
な
い
の
で
、
あ

B4

400

・
中
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

③

指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
萩
市
三
見
明
石
の
山
中
先
生
で
す
。

ま
り
得
意
に
な
っ
て
い
る
と
、
す
べ
り
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
ぞ
。

B4

400


